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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、現象学の哲学的な思考と認知科学の具体的な研究と

の有機的な統合を図ることによって、言語の起源の問題に社会認知の理論と知覚と身体の理論

から一定の見通しを与えることであった。もっとも、言語の起源を直接的な方法で明らかにす

ることには大きな困難が伴うことは言うまでもない。とはいえ、知覚と言語という人間の認識

のふたつの領域の関連について調べることで、言語の起源への手がかりが掴めるはずである。

本研究では、この目的を達成するために、ふたつの側面からアプローチをおこなった。ひとつ

は、近年の大脳生理学の知見を視野に入れた、知覚的認識についての具体的な分析である。そ

こでは、知覚的認識のなかにある言語的認識への萌芽が確認された。もうひとつは、心の科学

における新たな方法論の提案である。後者のアプローチでは、身体動作に現れる心的状態につ

いて言語的に把握する方法の確立を目指した。この過程で、言語と身体動作とのあいだの意味

論的関係について把握した。本研究の成果を要約すれば、知覚的認識や身体動作といった人間

の基礎的な認識行動が言語的認識や意味へとどのように繋がっているかを明らかにした点にあ

る。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to shed light upon the origin of language 
by integrating phenomenological thoughts into cognitive science. It is a very hard task, 
indeed, to explicate the origin of language in a direct way. However, studies on the 
relationship between the two realms of human cognition, perception and language, 
promises to provide a clue to the origin of language. We took therefore a two-fold approach 
to the problem. The first is an analysis of perceptual cognition taking the recent results of 
brain science into account. We confirmed that primitive forms of linguistic cognition can be 
identified in perception. The second is an approach based on a new methodology in the 
science of mind, which tries to grasp the semantic relationship between bodily behaviors 
and language. To sum up the result of the present research, we articulated how human 
basic cognitions and bodily behaviors lead to linguistic cognitions and meanings. 
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学・ 哲学・倫理学 
キーワード： 西洋哲学、認知現象学 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)デカルトの心身二元論以来、心の内部へと
むかう哲学的な考察と心の外部を対象とす
る自然科学的な研究は、実質的に交わること
のない道を進んできた。その心身二元論の残
した哲学上の難問である心身問題には、その
是非は問わないまでも、行動主義や機能主義、
物理主義といった立場から様々な解決策が
提案されてきた。フッサールの「志向性の理
論」やメルロ＝ポンティの「現象学的身体」
論なども、この難問に対して解答の一部を与
えたと見なすことができる。一方、20 世紀後
半になって自然科学はついに心の内部へと
探求の眼を向け始めた。それが、自然科学中
心の学際的な研究分野としての認知科学の
勃興である。人間の心の内部のメカニズムは
早晩白日のもとに晒されるだろうという期
待は、認知科学の主役を担った人工知能研究
の盛衰と軌を一にした。やがて、20 世紀末の
認知科学においては、計算主義や記号主義の
行き詰まりから、人間のような心や認識形態
が創発するためには環境世界と関わる主体
的媒体である身体が不可欠であるという観
点が浮上してきた。この観点が認知科学にお
ける今日のロボティクスの興隆に繋がって
いる。自然科学的な手法でいわばデカルト的
な道に沿って心を探究してきた認知科学も、
メルロ＝ポンティがデカルト主義を脱する
ために研究対象の主役を身体に据えたのと
同じように、その行き詰まりから身体へと眼
を転じたのである。メルロ＝ポンティの現象
学とその周辺を専門領域のひとつとしてき
た申請者の研究計画は、こうした状況に鑑み
て構想された。その全体構想を一言で述べる
なら、哲学とくに現象学と認知科学の諸分野
（とりわけ、身体に着目して人間の認識と行
動の特異性を解明していこうとする身体性
認知科学）との有機的な統合である。換言す
れば、心の創発にとって不可欠な身体という
共通項を軸に、現象学の哲学的思索と認知科
学の自然科学的探求との統合――本研究の
題目に含まれる「認知現象学」はこの統合を
表現している――を企図していた。 
 
(2)哲学とりわけ現象学と認知科学を統合し
ようとする試みの先達としては、Ｆ・Ｊ・ヴ
ァレラをあげることができる。彼はメルロ＝
ポンティを自らの研究の先駆とみなし、科学

研究は一人称的な経験についての具体的な
記述によって補完されなければならないと
考えていた。また、より新しいものでは、認
知科学の哲学から現象学的思考へと裾野を
広げるＡ・クラーク、現象学的身体論と認知
科学を背景として技術の哲学を構築する
Ｄ・アイディ、現象学的知覚論と認知科学の
影響を受けつつ動的知覚論を展開するＡ・ノ
エ、認知科学の具体的な成果を現象学的身体
論のなかに取り込もうとするＳ・ギャラガー
などを挙げることができる。国内の現象学研
究において認知科学やそれに関係する分野
を具体的に踏まえたうえで研究を展開して
いるものとしては、村田純一、門脇俊介、中
村雅之、長滝祥司などを挙げることができる。
また、認知科学のロボティクスの分野で現象
学を取り込む特徴的な研究者としては、小嶋
秀樹や谷淳を挙げることができる。 
 
(3)本研究の主題となる認知現象学の基本構
想は、科学研究費補助金（基盤研究(C)一般、
平成 15 年度～平成 17 年度）によって遂行さ
れた「身体のアルケオロジーについての現象
学的・認知科学的研究」において具体的なか
たちで着手されている。この研究の目的は身
体を基軸として現象学的研究と認知科学と
を統合し、現代的な文脈で身体概念を再構築
することであった。その成果は、長滝祥司（編
著）『現象学と二十一世紀の知』や長滝祥司
「身体の現象学を再構築する」において発表
されている。だが、身体に焦点をあてたこの
研究が進むに連れ、他者や言語といったテー
マへと探求の裾野が必然的に広がることと
なった。なぜなら、われわれが身体を通じて
交流するのは環境世界だけではなく、そこに
登場する他者やその身体だからである。加え
て、こうした交流において決定的な役割を果
たすのが、言語に他ならないからである。以
上の流れをうけて、本研究は身体や知覚の次
元と言語のもつ社会認知的次元との関係を
解明すること、であった。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究の目的は、現象学の哲学的な思考と
認知科学の具体的な研究との有機的な統合
を図ることによって、言語の起源の問題に社
会認知の理論と身体論から解答を与えるこ
とであった。具体的には、認知科学の研究を



現象学の理論刷新の糧としつつ、新たに構築
した理論をその実験パラダイムの方向づけ
に応用するという手法をとることで、両者の
研究を互いに深化することを目的としてい
た。 
 
(2) 本研究では、身体を基軸に据えて現象学
と認知科学を統合しようとするこれまでの
研究を土台としそれを展開することが目指
された。それは、身体と事物・環境世界とい
う二項関係に着目してきた研究から、私（の
身体）と他者（の身体）、および事物・環境
世界という三項関係にまで分析を展開させ
ることでもある。申請者の予測では、この三
項的な関係は言語獲得や思考のレベルへと
人間の認識をステップ・アップさせる鍵であ
った。以上を踏まえたうえで本研究の目的を
端的に要約すると、人間の認識が身体の水準
から言語の水準へ、あるいは知覚の水準から
思考の水準へと展開していく際のメカニズ
ムについての基礎理論を構築することであ
った。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究と関係する国内外にみられる研究
はどれも主として、身体による知覚や行為、
身体と環境世界との関わりといった基礎的
な認識や他者の心に焦点をあてている。つま
り、一言でいうなら、身体を基軸として現象
学と認知科学との統合を企てたものといえ
る。そうした研究のなかで、言語を主題化し
た数少ない例外としては、Ａ・クラーク
("Magic Words", In Carruthers, P.,ed., 
Language and thought, Cambridge 
University Press, pp. 162-183, 1998.)が
ある。自動化された知覚あるいは表象を伴わ
ない低次認識と鋭く対置する高次認識の問
題を明確に意識したクラークは、高次認識に
とって表象や言語の担う役割を重視する。彼
は、前者と後者とを地続きのものと考え、そ
こに身体の認識と思考や理性を担う言語と
の密接な関係を見て取っている。これは、か
つて言語的認識を身体的認識の拡張として
考察しようとしていたメルロ＝ポンティの
構想を部分的に具体化するものと捉えるこ
とが可能である。本研究は、メルロ＝ポンテ
ィやクラークのこうした構想を引き継ぎ、心
の哲学、認知意味論、トマセロの言語論や間
主観性の理論、およびそれに関係する進化心
理学や発達心理学などを交えながら、現象学
を理論的な軸として拡張するという方法論
をとった。また、以上の研究を遂行するにあ
たって、文献研究にとどまらず、認知科学を
構成する分野との実質的な協働作業を遂行
するところに本研究の方法上の大きな特色
があった。 
 

(2)本研究のもうひとつの方法論上の特質は、
研究目的の性格上、哲学以外の分野との実質
的な協力関係によって成果をあげるという
ものであった。そこで、認知科学の主要な分
野である認知ロボティクスの研究者である
小嶋氏のラボとの協力関係を築き研究を遂
行することとした。認知ロボティクスは、身
体性ということでつぎのふたつを強く意識
しつつ研究を展開してきた。(ア)身体と制約
/パースペクティブ：身体あるいは第一人称
的なパースぺクティブから環境を捉えるこ
とで、知能主体（人間あるいはロボット）は
環境の一部分だけを知覚する。この「情報の
部分性」は、人間知能（あるいは自然知能）
のなりたちを考える上で重要な要因である。
限られていた情報から、環境への最大適応を
図るのが知能だからである。(イ)身体と同型
対応：システム（ロボット）と人間のコミュ
ニケーションを考えた場合、人間からみてシ
ステム（ロボット）が「何をしようとしてい
るのか」「何をどう感じているのか」などを
推測するには、結局、目にみえるシステムの
行為（表情・発話・運動など）を手掛かりに
するしかない。このとき、システムが人間と
同じように環境を知覚し、環境にたいして行
為するための身体を備えているならば、人間
からみて、このような推測がしやすい。こう
した知見は、現象学の一人称的観点からの研
究と認知科学の三人称的観点からの研究の
あいだにあるギャップを埋める――つまり、
両者の有機的統合という本研究の大枠での
課題――手掛かりとなった。 
 
４．研究成果 
(1) 2007 年度の主たる研究計画は、a. 「現
象学における他者論、間主観性の理論を言語
発生という観点から再検討すること」と b. 
「言語発生の社会認知的基盤を認知科学的
観点から明らかにすること」であった。他者
問題を扱った現象学的議論としては、フッサ
ールの「間主観性」や「感情移入」、メルロ
＝ポンティの「間身体性」といった概念など
があるが、どれも一人称の私秘性を突き崩す
には至ってはいないと見なされてきた。そこ
で本研究では特に、意識の哲学の一人称的観
点からの分析と認知科学の三人称的観点か
らの研究のあいだにあるギャップを意識し
つつ検討をおこなった。ここから得られたの
は、意識の哲学から身体や他者へと関心を移
行させていった展開期の現象学の二人称的
観点からの分析を心理学の実験的研究の現
場へと組み込むことによって、言語発生やそ
の前段階である感情の発生を科学的に捉え
ることが可能であるという見通しである。そ
れには、実験研究におけるターミノロジーを
現象学的知見を踏まえて再構築する必要が
ある。以上について、研究発表（感情はいか



なる意味で身体に還元可能か、日本科学哲学
会第 40 回大会、2007）と共著書（感情とク
オリアの謎）において展開してある。次に b.
についてであるが、哲学が他者問題を一種の
アポリアとして捉える方向にある一方で、心
の理論や社会的認知をめぐる認知科学の最
新の実証研究は、心的状態についての三人称
的知識がこれまで考えられてきたほど狭く
はないということを示唆している。Human 
Studies 掲載の論文"Phenomenology and the 
Third Generation of Cognitive Science: 
Towards a Cognitive Phenomenology of the 
Body"は、言語発生の社会認知的基盤につい
て、現象学と発達心理学や霊長類学といった
認知科学の知見を踏まえながら検討してい
る。社会認知的基盤を理解するばあい、三人
称的観点だけでなく二人称的観点も問題に
なるが、後者を認知科学の客観的な成果のな
かにいかに組み込んでいくかということが
もっとも重要な問題になっている。うえの論
文をさらに展開して、こうした問題に踏み込
むことが今後の課題として浮き彫りになっ
た。 
 
(2)2008 年度の主たる研究計画も、昨年度と
同様であったが、その土台となる問題として
認知科学の三人称的研究と哲学的・現象学的
研究の統合を特に意識して研究を進めた。他
者を扱った現象学的議論としては、現象学の
「間主観性」や「感情移入」、「間身体性」と
いった概念などがあるが、どれも一人称の私
秘性を突き崩すには至ってはいないと見な
されてきた。昨年は、言語発生の社会認知的
基盤に関する基礎的研究を、現象学と発達心
理学や霊長類学といった認知科学の知見を
踏まえながら行った。本年度はこれを受け継
ぐ形で研究を遂行した。社会認知的基盤を理
解するばあい、三人称的観点だけでなく二人
称的観点も問題になるが、後者を認知科学の
客観的な成果のなかにいかに組み込んでい
くかということがもっとも重要な問題にな
っている。そこで本年度は特に、意識の現象
学の一人称的観点からの分析と認知科学の
三人称的観点からの具体的研究のあいだに
あるギャップを意識しつつ検討をおこなっ
た。これに関しては、論文"Mind, embodiment, 
and second person perspective"および、「心
を科学する方法について」で論じた。とくに
そのなかで、言語報告と心的内容との相関だ
けでなく、二人称的な観点からの他者の心の
内容についての報告の精度を問題とした。
『心／脳の哲学』所収の論文では、大脳生理
学の研究を視野に入れつつ、知覚的認識を自
動化されたレベルと意識的なレベルにわけ、
後者には言語による知覚の意味論的な固定
という側面があることを明らかにした。 
 

(3) 本研究計画の最終年度にあたる 2009 年
度では、現象学の身体論的言語論と認知意味
論に欠けていた言語の発生に関する他者の
関与という視点について探究を進める計画
であった。また、特に言語発生を念頭に置き
つつこれまで遂行してきた研究を総括し、現
象学的研究と認知科学的研究を統合的に理
解する方向で研究を行った。以上によって、
言語発生のメカニズムに一定の見通しを与
えることができたが、一方でこのメカニズム
は身体的知覚の次元から言語的な次元へと
抽象化される人間の認識の展開にも関わっ
ていた。また、そのメカニズムに関連して、
論文 On the Methodology of the Science of 
Mind で、他者（被験者）の具体的な身体動作
についての言語的記述（二人称的観点からの
記述）と、脳の三人称的、客観的状態、被験
者の一人称的報告との相関を明らかにする
ような実験パラダイムを提案した。ここで身
体動作についての観察記述を二人称的とす
るのは、これが外部から観察されるものであ
るとはいえ、脳状態のような非人格的な事物
を対象とするのではなく、人格を備えたコミ
ュニケーション可能な他者を対象としてい
るからである。この実験パラダイムの提案は、
これまでにない方法論的な展望を認知科学
にあたえるきっかけとなりうる（本研究の成
果 を 国 際 学 会 ”  4th. International 
Nonlinear Science conference”において発
表し、心理学者を中心に多くの注目を集め
た）。一方、哲学的には、認知科学の成果の
理論的な方向付けを行うことによって、現象
学的観点から満足のいく回答を与えること
のできない間主観性の問題に対する指針が
得られた。言語発生のさらなる探究について
は、身体動作についての一人称的記述と二人
称的記述（他者の視点からの記述）を現象学
的観点から分析することでさらに展開され
ることが予想されるが、今後の課題とする。 
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